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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる

貴学会の独自の活動を以下に留意して記載をしてください。 
 

a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
自律神経系は、内臓諸器官とともに、全身の血管、汗腺にも分布し、内臓諸器官の機能調

節、血圧の調節、体温の調節を行っている極めて重要な神経系である。そのため、その研究
分野は非常に多くの領域にわたっている（血圧や脈拍の変動、呼吸の調節、消化管や肝臓の
活動、排尿や排便、体温の調節、ホルモンの分泌、生殖活動、そして瞳孔の調節など）。そ
して、現在の自律神経学の最も重要な研究対象は、それらの活動を統合的に制御する神経
性・中枢性の制御機構である。このように多くの器官に関わる自律神経系の研究は、基礎医
学から臨床医学まで広い分野に及ぶ。基礎医学の立場からは、生体の機能を全体的に統合
する自律神経機構の先端的研究が世界的に進められており、それは脳科学・神経科学の分
野でも重要な領域となっている。また、臨床医学においても、脳神経内科学、消化器病学、
循環器病学、内分泌代謝学、泌尿器科学、眼科学など様々な学問領域にわたる。しかも西洋
医学だけでなく、東洋医学（漢方、鍼灸）にも関連が深く、さらに生物学、薬学、心理学、
体育学などを含んだ生命科学の広い領域とも密接に関係している。  
 

b. 当該領域における国際的な役割 
1977年には冲中重雄会長のもと第 18回国際自律神経学会（ISNR）が東京で開催された。

さらに、1990 年には第 20 回国際自律神経学会（ISNR）が吉川政己会長のもと東京で開催
された。 
第 22 回国際自律神経学会（ISNR）は 1995 年米国において開催されたが、次の国際会議

（ISNR）の組織は作られず、同会は第 22 回の大会をもって発展的に解消した。1997 年イ
ギリスの Burnstock らは、IUPS（国際生理学連合）を中心とし、これに臨床研究者を含め
て欧米を統合した大規模な国際自律神経科学学会（International Society for Autonomic 
Neuroscience；ISAN）を設立した。ISAN 発足という新しい局面を迎え、2007 年の第 5 回
国際自律神経科学会議（ISAN）（京都、岩田誠会長）、2017 年の第 10 回国際自律神経科学
会議（ISAN）（名古屋、黒岩義之会長）の 2 回にわたり日本で国際会議 ISAN を主催した。 
 

c. 活動からもたらされる社会的な意義 



 1955 年に国際自律神経研究会（International Society of Neurovegetative Research, 
ISNR）が発足し、このシンポジウムが第 1 回国際自律神経学会となった。欧州からの呼び
かけにより同研究会の日本支部として、1956（昭和 31）年当時の東京大学冲中重雄教授を
会長として、「国際自律神経研究会日本支部会」が設立され、東京にて第 1 回総会（学術集
会）が開催された。以後 1965（昭和 40）年までは年 2 回、その後は年 1 回の学術集会が
開催され、今日に至っている。その間、1964 年（昭和 39 年）には機関誌として「自律神
経」が発刊され、1966（昭和 41）年には日本自律神経研究会、1973（昭和 48）年には日
本自律神経学会と名称を変更した。日本自律神経学会（Japan Society of Neurovegetative 
Research）は、自律神経学に関する研究・教育の発展を促進し、会員相互ならびに関連機
関との連絡を図り、社会に貢献することを目的とした。機関誌として「自律神経」は現在
58 巻まで発行している。本年の総会は第 74 回となり、「脳臓器連関のトランスレーショナ
ル・リサーチ」をテーマとして、脳や臓器で起きている個別の現象の統合的連関を解明す
ることを目的とした充実した内容であった。 

1992 年には「自律神経機能検査（第 1 版）」を出版した。同書はその後も改訂され、1995
年、2000 年、2007 年、2015 年に第２、3、４、５版が出版され、わが国における自律神経
機能検査の確立に貢献してきた。さらに、自律神経関係の医学用語の統一をはかるため、
2001 年には「自律神経学用語集」が出版された。 

 
d. 学会運営上留意している点 

本学会は、基礎系と臨床系の研究者が一堂に会し、学際的な研究発表と意見交換を行う
場としての役割をも持ち、2021 年で 74 回総会の開催を迎える。また、本学会は上記のよ
うに国際学会との連携も大切にしており、世界の自律神経研究をリードし、その成果を社
会に還元すべく更なる発展を目指している。 

 
II. 日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動

を記載してください。 
 
本学会は、基礎系と臨床系の研究者がともに入会し、学際的な研究発表と意見交換を行

う場としての役割を持っている。基礎系の研究者は、日本生理学会、日本神経科学会、日
本神経化学会、日本解剖学会、日本心理学会などで活躍している方々が多く参加している。
一方、臨床系では日本内科学会、日本神経学会、日本神経治療学会、日本脳卒中学会、日
日本循環器学会、日本消化器病学会、日本内分泌学会、日本眼科学会、日本泌尿器科学会
などあらゆる臨床系の学会で活躍している方々が集まり、自律神経をめぐる議論を行って
いる点が特徴である。 


